
ミャンマー車いす 125台寄贈式 2018.2.1  

 
写真左から：AAR職員、Eden Center２名、AAR中川善雄代表、ミャンマー障がい者連合 Aung Koi Myint
会長、HelpAge Htwe Din様、池谷様、National Blood Center職員 
2018年２月１日元外務省の池谷修様と AAR Japanヤンゴン事務所中川様のご協力で寄贈式が行われ、 
昨年１２月にコンテナで出荷した１２５台の車いすと１２０本の空気入れを無事に引き渡しました。 
希望の車いすからの祝辞を中川様が代読し、池谷様がビルマ語で祝辞を述べられました。そして 
Myanmar federation of Persons with Disabilitiesの Aung Ko Myint様、Help Age Internationalの Htwe 
Din様からお礼のスピーチを頂き、各団体からも祝辞を頂きました。Myanmar Institute of Theologyと  
Ywama Baptist Churchに贈った２５台は 1月３０日に別途引き渡しました。 

 
１．National Blood Center（国立血液センター）Dr. Thida Aungの代理職員の方より 
希望の車いす様、車いすを寄贈してくださり、本当にありがとうございました。日本の皆様からの支援
は、ミャンマーにとってかけがえのないものです。希望の車いすのみなさまの、ミャンマーの障がい者
への支援に御礼申し上げます。 

 
２．Myanmar Federation of Persons with Disabilities（ミャンマー障がい者連合）Aung Ko Myint会長 
 希望の車いす様からの温かいご支援にとても感謝しています。私たちは寄贈してくださった車いすを
活用して、障がい者が自立して生活したり、働いたりすることができるように、支えていきます。もし
また車いすを寄贈する機会がありましたら、ぜひミャンマーの障がい者を支えてください。ありがとう
ございました。 



３．Myanmar Evangerical Mission（ミヤンマー福音教会）Go Suan Thang牧師 

 

 
４．AAR Japan 難民を助ける会 中川善雄ヤンゴン事務所代表 
 希望の車いす様、車いすを寄贈してくださり本当にありがとうございます。ミャンマーでは、手に入
る車いすは限られていて、経済的に貧しい障がい者家庭では購入することも容易ではありません。私た
ちが運営する、職業訓練校の生徒の中にも、車いすを持たない方、体に合わない大きいサイズの車いす
を使う方がいます。車いすがあれば、自分で友達の家に出かけたり、訓練校で学んだ理容美容や洋裁の
技術を活かして働いたりすることもできます。みなさまが一つ一つ整備して、磨きあげてくださった車
いすが、ミャンマーの障がい者の支えになっています。 

   

 
５．Eden Center for Disabled Children タ・オク様（Mr. Tha Uke）の代理職員の方より 

    

ミャンマーの高齢者や障がい者を支えるために、車いす
を寄贈してくださりありがとうございました。車いすが
あれば、家に閉じこもることなく、外に出ることができ
て、毎日を楽しむことができます。ミャンマーの人々に
思いを寄せてくださり、本当にありがとうございます。 

車いすを寄贈してくださり、ありがとうございま
す。ミャンマーでは、NGO にとって、特に子ど
も用の車いすを手に入れることは簡単ではあり
ません。車いすがあれば、子どもたちは学校へ行
ったり、外出したりすることもできます。また、
家族の負担を大きく減らすこともできます。かけ
がえのない支援をくださり、本当にありがとうご
ざいました。 

AAR が頂いた、10 台の車いすは、主に卒業生の中か
ら、車いすの必要性や緊急性の高さ、経済状況や家庭
環境を踏まえて届けます。車いすを受領する 10名の様
子をご報告するのを楽しみにしています。改めまして、
ミャンマーへ車いすを寄贈してくださり、また AARを
受領団体に選んでくださり、ありがとうございました。
心より御礼申し上げます。 



6 Help Age International  Htwe Dinの祝辞 
 

HelpAge（高齢者支援団体） 並びに YWCA、Save the Age、Nway Htway Let Home for the Aged, 東 Dagon市 3区

と 11区の Older People Self Help（この 3団体も高齢者支援団体）と、ミャンマーバプテスト教会連合を代表して、

2018年 2月 1日に「望の車いす」から再生された車いすを寄贈いただいたことに心からお礼を申し上げます。 

昨年の一月に皆様が初めてミャンマーに来られ、日本の NPO 「希望の車いす」の尊いお働きについて知ること

ができ、また、ミャンマーでの高齢者支援活動についても知っていただくことができたことを思い出します。  

「希望の車いす」がミャンマーの 7つの団体に 125台の車いすを贈るのは初めてと伺っております。この 125台

の車いすのおかげで、125人の困っていた人々が、動け、希望を持ち、生活を変えることができると強く信じてお

ります。 受け取った人たち、家族、また友人たちに 車いすと希望と自由を届けることができるのです。 

  

諸団体から車いすを受け取り、洗い、修理し、磨き上げてくださっている退職後の方々、まだ現役で働いておら

れる方々、主婦の皆さん、学生さん、そのほか、この活動のために労してくださっている日本のすべての方々に

心から感謝いたします。それから、車いすを日本からミャンマーに輸送するためにご尽力いただいた方々にも感

謝申し上げます。改めて、ミャンマーの困っている人を支えてくださっているすべての方に感謝申し上げ、皆様の

お幸せをお祈りいたします。 

今後とも、「希望の車いす」 から 希望を失っているに人に希望が届けられることを願っています。 

    
寄贈式で１５台受け取り、早速３団体に渡しました 

        
 

以上 


